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町の人　口
（44年9月禾現在）

人　口　27，571
男　13，46、ノ

女　14，104
世帯数　7，466
狛月との比較

人ロ　ー49　世帯

10月20日（1969）

細Ｎｏ．256細

毎月1回各家庭に配布

10　月　の　納　税
10月は国民健康保険税3期分，町県民税3
期分の納税月です。

お手もとの納付書で遠賀信用金庫（役場）ま
たは福岡銀行へお納めください。

納期は10月31日までです。
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産
炭
地
域
開
乳
就
労
事
業
に

2
千
7
百
7
0
万
円
追
加

第

4

回

定

例

議

会

昭
和
4
4
年
度
第
4
回
水
巻
町
議
会
定

例
会
は
、
9
月
2
4
日
招
集
さ
れ
会
期
を

9
月
3
0
日
ま
で
の
7
日
間
と
し
ま
し
た

昭
和
4
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

案
農
業
共
済
水
稲
無
事
も
ど
し
金
の
支

払
い
、
町
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
な

ど
の
6
議
案
を
審
議
し
た
結
果
、
全
議

案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
の
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

①
堀
川
水
利
組
合
旗
会
議
員
の
選
挙
に

つ
い
て
。
井
地
直
江
議
貝
が
辞
任
さ
れ
た
の

で
、
後
任
に
指
名
推
遍
に
よ
り
全
員
一

致
で
、
甫
橋
次
生
鶴
見
を
遵
任
し
ま
し

た
。
⑪
産
炭
地
振
興
特
別
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
。

大
場
重
利
議
員
が
死
去
さ
れ
て
欠
員

と
な
っ
て
い
た
の
で
、
後
任
に
本
田
偉

人
議
員
を
逼
任
し
ま
し
た
。

⑧
農
業
共
済
水
稲
無
事
も
ど
し
金
の
支

払
い
に
つ
い
て
。

こ
れ
は
特
に
意
見
が
な
く
原
案
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

④
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
。
産

炭
地
域
開
発
就
労
事
業
に
つ
い
て
（
2

千
7
百
7
0
万
円
町
負
担
千
3
百
8
0
万
）

は
町
費
負
担
が
多
す
ぎ
る
。
ま
た
、
臨
時

職
員
の
低
賃
金
が
改
め
ら
れ
て
い
な
い

建
設
関
係
の
技
術
人
員
の
不
足
が
改

め
ら
れ
て
い
な
い
。
な
ど
の
意
見
が
だ

さ
れ
ま
し
た
が
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
⑪
町
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
姦
例
の
制
定
に
つ
い
て

こ
の
条
例
の
制
定
に
対
す
る
反
対
意

見
は
、
①
国
会
で
地
方
公
務
員
定
年
制
怯
案

が
廃
案
に
な
っ
て
お
り
、
水
巻
町
が

あ
え
て
制
定
す
る
必
要
は
な
い
。

⑧
婦
人
職
員
、
組
合
活
動
家
の
弾
圧

と
な
る
恐
れ
が
多
分
に
あ
る
。

こ
の
条
例
制
定
に
賛
成
意
見
は
、

①
現
行
条
例
に
よ
る
退
職
金
が
低
い

の
で
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

㊦
5
8
才
以
上
の
人
に
対
す
る
優
遇
処

置
で
も
あ
り
、
職
員
の
新
陳
代
謝
の

た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
要
望
と
し
て
、
こ
の
条

例
が
職
展
の
か
た
た
た
き
と
し
て
、
利

用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
組
合
を
窓

口
と
し
て
欲
し
い
な
ど
の
意
見
が
だ
さ

れ
ま
し
た
が
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。こ
の
ほ
か
に
各
委
員
会
の
活
動
状
況

右
見
て
み
ま
す
と
、

※
総
務
財
政
委
員
会

①
　
鉱
産
税
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
4
4

年
度
で
税
収
入
が
ま
っ
た
く
な
く
な
る

た
め
、
県
の
仲
介
を
得
て
、
北
九
州
市

と
協
議
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
北
九
州
市
と
本
町
の
主
張
す
る

率
が
一
致
し
な
い
た
め
結
論
が
で
ず
、

触
続
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
⑧
　
交
通
問
題
に
つ
い
て
は
、
南
北
縦

貫
道
路
工
事
施
工
に
伴
な
う
通
学
替
道

に
つ
い
て
、
1
0
月
1
日
か
ら
工
事
を
施

工
す
る
の
で
、
通
学
児
童
に
不
便
を
与

え
な
い
よ
う
に
者
達
を
了
承
し
ま
し
た

⑧
　
水
巻
駅
裏
の
大
平
川
と
産
業
道
路

が
交
差
し
て
い
る
個
所
の
土
管
を
鉱
害

復
旧
工
事
で
、
暗
き
ょ
う
に
す
る
が
、

こ
れ
の
工
事
期
間
約
2
0
日
間
は
全
面
交

通
止
め
と
な
る
の
で
、
西
鉄
バ
ス
の
路

線
変
更
に
も
関
係
す
る
の
で
、
支
障
の

な
い
よ
う
に
と
意
見
を
付
し
ま
し
た
。

※
民
生
文
教
委
員
会

①
　
南
中
学
校
鉱
害
復
旧
工
事
に
つ
い

て
は
、
工
事
費
の
精
算
ミ
ス
の
た
め
現

在
調
整
中
で
あ
り
、
予
定
よ
り
少
し
遅

れ
て
い
る
が
、
1
0
月
中
旬
に
は
着
工
の

予
定
で
す
。
工
期
は
6
ケ
月
と
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
了
承
し
ま
し
た
。

⑧
　
学
校
防
音
改
築
に
つ
い
て
。

水
巻
甲
は
4
4
年
度
は
北
側
の
半
分
を

し
（
外
装
を
除
く
）
、
残
り
を
4
5
年
度

と
し
、
一
棟
全
部
の
外
装
を
す
る
。
4
6

年
度
に
南
側
を
全
部
建
築
す
る
と
の
鋭

明
が
あ
っ
た
が
、
4
階
建
で
あ
る
の
で

一
流
の
技
術
者
を
も
っ
て
、
薯
の
努

力
を
す
る
よ
う
に
要
望
を
し
て
了
承
し

ま
し
た
。

⑨
　
教
職
員
住
宅
に
つ
い
て
は
緒
論
が

で
ず
継
続
審
議
に
し
ま
し
た
。

④
　
私
立
幼
稚
園
補
助
金
交
付
に
関
す

る
陳
情
番
に
つ
い
て
は
、
陳
情
が
あ
っ

て
い
る
2
園
だ
け
で
な
く
、
日
庚
の
幼

稚
園
も
あ
る
の
で
、
詳
細
な
る
資
料
を

提
出
す
る
よ
う
要
望
し
継
続
審
議
に
し

ま
し
た
。

5
　
そ
の
他
と
し
て
①
学
習
等
供
用
施

設
内
の
図
書
室
を
図
書
室
学
習
室
と
し

て
広
く
利
用
さ
せ
る
よ
う
に
。

⑧
学
校
に
配
置
し
て
い
る
消
火
器
が
ｒ

当
古
く
な
っ
て
い
る
の
で
早
急
に
取
り

替
え
る
よ
う
に
。
㊦
給
食
セ
ン
タ
ー
の

設
立
に
つ
い
て
、
来
年
度
を
目
ざ
し
て

作
業
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
恒
久
的
な
施
設
で
艮
い
も
の
を
作

っ
て
欲
し
い
な
ど
で
す
。

※
土
木
経
済
委
員
会

①
　
町
道
の
補
装
順
位
に
つ
い
て
、
古

賀
・
猪
熊
線
に
つ
い
て
は
早
急
に
や
り

た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
了
承
を
し
た

が
、
他
の
順
位
に
つ
い
て
は
町
の
全
体

計
画
、
交
通
量
と
の
関
係
が
あ
る
の
で

継
続
審
議
と
し
た
。

さ
ら
に
本
年
度
の
産
炭
地
域
開
発
就

労
事
業
と
し
て
遠
賀
川
堤
防
、
猪
熊
か

ら
古
賀
地
区
ま
で
の
路
線
を
了
承
し
た

⑧
　
水
道
料
金
に
つ
い
て
、
中
間
市
が

原
水
料
を
1
0
月
か
ら
値
上
げ
を
す
る
と

い
っ
て
き
た
が
、
も
し
中
間
市
が
上
げ

逆

　

　

　

　

　

二

みずほ団地

宅地分譲購入者募集
1
所
在
地
　
遠
賀
郡
水
巻
町
大
字
伊
佐
座

3　2

受交
付
期
通
　
国
鉄
「
水
巻
駅
」
下
車
約
1
0
分

間

7　6　　　5　4

譲　区　　抽受

：ここ∴∵
4
4
年
1
1
月
4
日
（
火
）
～
8
日
（
土
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
ま
で
。

た
だ
し
8
日
は
正
午
ま
で
。

水
巻
町
役
場
管
財
課
　
⑳
0
6
3
1

場
所
　
4
4
年
ュ
1
月
1
3
日
（
木
）
午
後
1
時

水
巻
町
役
場
別
館

4
7
区
画
（
宅
債
種
立
者
ュ
3
名
を
含
む
）
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土
　
地
　
面
　
積

譲
渡
価
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7

千

円

設
　
　
備

町
上
水
瑚
－

電
気
、
側
溝

※
案
内
書
は
ュ
0
月
2
0
日
か
ら
受
付
場
所
お
よ
び
公
社

（
博
多
（
7
5
Ｙ
5
3
1
）
で
渡
し
て
お
り
ま
す
。

ｉ

Ｗ
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巾
員
は
4
㍍
以
上
な
ど

町
道
の

町
道
と
は
道
路
交
通
上
特
に
必
要
な

路
線
で
町
の
議
会
で
議
決
さ
れ
、
町
が

砕
石
（
砂
利
）
を
入
れ
た
り
、
側
溝
の

修
繕
な
ど
を
す
る
道
路
で
す
。

水
巻
町
で
は
こ
こ
数
年
来
、
住
宅
団

地
造
成
や
農
地
を
転
用
し
て
宅
地
造
成

が
な
さ
れ
、
造
成
後
の
私
道
や
農
道

に
、
一
般
の
住
宅
が
建
ち
な
ら
ん
だ
の

で
、
町
道
に
認
定
し
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
や
陳
情
奉
が
最
近
目
だ
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
現
在
の
町
道
に
つ
い

て
も
充
分
な
財
政
聾
が
で
き
な
い
実

情
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
道
路
を
無
制

認
定
条
件

眼
に
受
け
入
れ
た
場
合
、
多
額
の
管
理

挙
世
要
し
、
町
財
政
を
あ
っ
迫
す
る
要

因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
昨
年
の
1
0
月

1
日
か
ら
町
道
の
稼
定
基
準
を
次
の
と

お
り
定
め
て
お
り
ま
す
。

1
　
敷
地
は
取
得
又
は
取
得
の
確
約
が

で
き
る
こ
と
。

2
　
巾
員
は
4
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

こ
と
。

3
　
排
水
施
設
は
道
路
の
構
造
に
適
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
道
路
の
交
差
し
て
い
る
所
に
は
適

当
な
角
切
が
あ
る
こ
と

5
　
そ
の
他
道
路
構
造
上
適
当
と
認
め

ら
れ
る
も
の

町
道
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
役

場
の
建
設
課
又
は
、
管
財
課
に
気
が
る

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
い
郷
土
を
つ
く
る
郵
便
貯
象
臥
掛
審
査
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

貯
蓄
で
築
こ
う

豊
か
な
社
会

1
0
月
ｌ
日
か
ら
乱
日
ま
で
は
「
住
み

れ
ば
、
本
町
は
現
在
で
も
赤
字
で
あ
る

の
で
、
周
囲
の
状
況
、
採
算
、
経
費
の

合
理
化
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
案
を
作

っ
て
い
る
の
で
、
適
正
な
価
格
に
つ
い

て
は
1
2
月
議
会
ぐ
ら
い
に
提
案
を
し
た

い
と
い
う
執
行
部
の
税
明
で
し
た
の

で
、
触
続
審
議
に
し
ま
し
た
。

⑨
　
農
地
の
鉱
害
復
旧
に
つ
い
て
は
、

県
の
鉱
害
課
、
鉱
害
復
旧
事
業
団
、
福

間
通
産
局
、
農
政
局
の
四
者
の
話
が
統

一
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
四
者
で
再
度

検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
継
続
審

議
に
し
ま
し
た
。

※
産
炭
地
振
興
特
別
委
員
会

①
　
吉
田
地
区
に
改
艮
住
宅
を
建
設
し

て
い
る
が
団
地
の
名
称
を
「
吉
田
団
地

」
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

※
都
市
合
併
研
究
特
別
委
員
会

①
　
合
併
に
関
す
る
今
後
の
運
動
方
針

は
議
長
会
と
協
議
し
、
郡
都
合
連
の
動

き
を
み
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
意
見

が
一
致
し
ま
し
た
。

⑧
　
市
町
村
総
合
計
画
に
つ
い
て
県

は
、
中
間
市
、
遠
賀
郡
が
一
体
と
な
る

よ
う
に
と
い
っ
て
い
る
が
、
郡
町
長
会

に
お
い
て
協
議
し
た
結
果
、
地
域
的
な

問
題
、
交
通
網
の
問
題
に
つ
い
て
両
者

に
開
き
が
あ
る
の
で
、
遠
賀
郡
一
本
で

計
画
を
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
と
の
こ

と
で
あ
り
こ
れ
を
了
承
し
ま
し
た
。
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不
起
訴
に
も
光
る

正
し
い
審
査
の
目

検
察
審
査
会

検
察
審
査
会
と
は
、
選
挙
人
名
簿
を

も
と
に
し
て
、
く
じ
で
え
ら
ば
れ
た
民

間
人
の
代
表
者
、
1
1
人
の
検
察
審
査
員

が
、
検
察
官
の
し
ご
と
の
や
り
か
た
を

新　刊　書

〃天と地〃
外　3　千　冊

町公民館蔵書の貸出

貸　　出　昭和44年10月26日から

貸出冊数　1日3冊以内

：貸出期間　5日以内Ｃただし、館長が必
要と言忍めた場合は延長できま
す‘。

貸出手続　申書青書と身分琵正明書、または
監Ｅ明書に類するものを、町教
育委艮会事務局に提出し、：貸
出票を受け取って下さい。
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献
　
血

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ツ
子
、
田
中
正
雄
、
上
村
満
、
城
戸
太

郎
　
【
机
】
入
江
達
士
、
龍
星
子
、
小

郷
慎
介
、
川
添
清
香
、
長
岡
正
行
　
【

古
賀
】
峯
浦
喜
八
郎
、
菊
地
哲
簡
　
【

猪
熊
】
大
兵
ナ
ガ
ノ
、
矢
野
ミ
チ
子
、

樋
口
浩
子
、
佃
洋
子
、
阿
古
正
道
、
矢

野
マ
サ
子
、
石
井
小
夜
子
、
黒
川
菊

（
町
公
民
館
で
の
献
血
風
景
）
　
代
、
坂
本
寛
志
、
黒
川
貞
雄
、
漂
章

の
「
町
ぐ
る
み
献
血
運
動
」
に
参
加
、
健
る
え
、
原
田
梅
子
、
江
藤
テ
ィ
子
　
【

康
な
血
液
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
次
猪
熊
町
住
】
大
原
加
津
子
　
【
吉
田

1
0
月
3
日
不
幸
な
病
気
の
人
の
た
め
宏
、
原
田
ヨ
シ
子
、
江
口
敏
、
早
川
は

動
」
月
間
で
す
。
・

こ
の
貯
金
は
、
国
の
財
政
投
融
資
の

一
環
と
し
て
運
用
さ
れ
、
国
民
生
活
の

向
上
に
関
係
の
深
い
住
宅
の
建
設
、
公

害
の
防
止
、
生
活
環
境
施
設
の
整
備

農
、
林
漁
業
お
よ
び
中
小
企
業
の
近
代

化
、
文
教
施
設
の
拡
充
、
輸
出
の
振

興
、
道
路
、
港
湾
、
鉄
道
の
建
設
な
ど

社
会
資
本
の
充
実
に
た
い
へ
ん
役
立
っ

て
お
り
ま
す
。

本
町
で
も
こ
の
融
資
を
う
け
て
公
営

住
宅
や
学
校
改
築
、
道
路
改
良
事
業
を

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
郵
便
貯
金

で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
協
力
下
さ
い

こ
の
会
の
お
も
な
し
ご
と
は
、
検
察

官
の
し
た
不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ
し
を

審
査
す
る
こ
と
で
す
。

事
件
を
審
査
し
て
も
ら
う
に
は
、
犯

罪
を
告
訴
、
告
発
し
た
人
や
犯
罪
に
よ

っ
て
害
を
う
け
た
人
で
、
検
察
官
の
不

起
訴
処
分
に
不
服
の
あ
る
か
た
は
、
だ

れ
で
も
審
査
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
申
立
て
に
は
費
用
は
い
り

ま
せ
ん
。
立
申
て
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
北
九

州
市
小
倉
区
金
田
町
福
岡
地
方
裁
判
所

小
倉
支
部
内
小
倉
検
察
審
査
会
事
務
局

に
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

の
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

【
立
屋
敷
】
津
田
操
　
【
伊
佐
座
】
小

林
和
寿
、
永
沼
千
明
、
梶
原
逸
男
【
二

】
直
江
重
美
、
原
田
輝
秋
、
原
田
日
出

男
、
原
田
方
秋
、
三
原
鉄
之
　
【
二
町

住
】
山
下
停
　
【
下
二
】
児
玉
船
江
、

黒
瀬
ま
す
子
　
【
青
田
こ
西
村
フ
サ

工
、
新
藤
俊
一
郎
　
【
吉
田
二
】
岡

部
淳
子
、
岡
部
和
子
、
白
石
ヨ
シ
子

【
吉
田
三
】
杉
本
勲
、
白
石
み
よ
子
、

楠
田
寿
美
子
、
内
村
礼
子
、
藤
崎
勝
三

【
頃
末
】
井
上
清
香
、
野
口
邦
生
、
井

上
保
孝
、
井
上
鶴
香
、
山
本
頼
生
、
林

利
一
、
山
本
一
昭
、
山
本
晃
、
大
木
一

美
、
山
口
春
江
、
中
田
織
江
、
熊
谷
京

子
、
高
倉
穂
横
、
溝
手
サ
ダ
子
、
滝
下

佳
子
、
新
川
隆
呂
、
高
倉
ス
ミ
子
、
牧

恵
美
子
、
切
通
正
雄
、
井
上
保
男
、
山

本
正
志
、
滝
下
末
子
、
横
田
哲
、
森
田

節
子
、
田
中
保
夫
、
大
木
豆
、
香
山
ム

区
】
野
見
山
ト
モ
工
、
堀
川
ト
ヨ
、
前

川
初
美
、
山
村
光
子
、
上
ノ
園
富
男
、

杉
本
テ
ル
子
　
【
鯉
口
区
】
吉
倉
和
夫

【
中
央
区
】
丸
山
敏
子
、
藤
原
操
子

【
二
社
区
】
松
本
千
恵
子
、
遠
藤
シ
ズ

子
、
林
利
「
馬
場
次
雄
、
真
砂
エ
ミ

子
、
松
尾
澄
子
、
相
原
絹
子
、
松
本
桂

子
、
松
尾
哲
、
小
原
富
士
雄
　
【
古
賀

区
】
正
野
美
代
子
、
村
下
千
代
、
川
端

森
男
、
河
永
留
次
、
籾
井
勝
見
、
埴
美

夫
、
壇
キ
ヨ
エ
　
【
梅
ノ
木
区
】
三
宅

進
、
阿
部
美
津
子
、
林
み
と
み
、
阿
部

侶
一
郎
、
池
田
ト
キ
ワ
、
佐
藤
寿
男
、

荒
木
バ
ツ
ミ
、
藤
本
チ
ド
リ
　
【
高
松

区
】
東
孔
子
、
福
永
チ
ヨ
、
保
武
栄

吉
、
荒
木
六
、
田
丸
英
明
　
【
三
ツ
頭

区
】
柏
原
知
冶
　
【
町
外
】
宮
部
房

子
、
松
浦
ミ
ツ
ヨ
、
今
永
尊
美
、
岡
田

芳
子
、
大
波
ミ
ツ
工
、
藤
川
久
雄
、
徳

王
三
枝
、
穣
並
美
子
、
大
河
内
義
治
、

吉
田
早
番
、
高
山
弘

証撃や㌦丈∴＿
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大将危うし、いざ助だちを（頃宋小）

どうこのボーズ、でもちょっとオテンパかしら（机小）

男子顔負けの女子組立競技
小学校運動会　10月5日

10月5日さわやかな青空のしたで、机小、頃末小、下二4、学校の運動会が行
なわれました。
赤かて、白かて、骨がんばれと聞きなれない応援は机小学校。
障害物競争では最後のウサギとびで、ピョンピョンころり。せっかくの一・位
がどリツコ。組立競技には女子も参加して、男子顔まけの～寅技をひろうし、父
兄から拍手かっさいをあびました。
頃末小学校では、来年入学予定者の子とも連がこ旗をうちふりながら、お兄
さん、お姉さん連のブラスバンドに迎えられてグランドを一周。「来年いっし

ょに運動会をしょうよ。それまで元気でね。」とやさしい官業と、拍手の渦の
中をニコニコと‥‥‥。騎馬戦では応援のお父さん連の方が夢中0「ケン坊、敵
が横からきたぞ。ソラもうひとおしだ0勝った0勝ったぞ」とまるで自分が勝
ったように手ばなしで革んでいる人。槙では「残念」とシブイ顔の人。
、・なんといっても楽しいのはお昼の弁当時間。お母さんの手作りの弁当をひろ

蒐≡
．両親といっしょに食べる味は格別。食欲の方もこれまた日ごろの倍。何
しているのでしょうか、楽のしそうに笑いあっている親子ばかりでした。

〃
文
化
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
次
の

年
以
上
の
も
の
）

昭
和
4
4
年
中
に
土
地
建
物
な
ど
を
譲

渡
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
も
特
例
に
よ

り
、
分
離
課
税
の
方
槙
で
申
告
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
者
は
来

年
3
月
1
5
日
ま
で
に
所
得
税
の
確
定
申

告
啓
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
従
来
の
課
税
方
法
（
総
合

課
税
）
を
選
択
す
る
か
、
改
正
後
の
課

税
方
法
（
分
離
課
税
）
を
選
択
す
る

か
、
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
を
選
択
で
き

ン
ヽ
．
ヽ
・
．
・
・
．
，
′
，
・
：
・
，
．
・
・
．
・
・
．
・
・
．
，
・
．
，
・
，
，
・
，
．
・
・
．
‥
．
・
・

体重の軽いのが残念（頃宋小）

土
地
・
ｌ
・
建
物
の
譲
渡
所
得

一
分
離
比
例
課
税
が
で
き
ま
す
、

昭
町
4
4
年
小
鬼
土
地
税
制
が
改
正
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

れ
、
土
地
建
物
な
ど
を
昭
和
4
5
年
1
月
　
た
だ
し
い
づ
れ
を
選
択
す
る
か
は
、

1
日
か
ら
昭
和
5
0
年
1
2
月
3
1
日
ま
で
の
納
税
者
自
身
が
、
確
定
申
告
書
を
提
出

間
に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
の
譲
渡
所
得
さ
れ
る
さ
い
に
、
申
告
書
に
そ
の
旨
を

は
、
分
離
比
例
課
税
が
で
き
る
よ
う
に
記
入
す
る
こ
と
が
要
件
に
な
っ
て
お
り

改
め
ら
れ
ま
し
た
。
（
保
有
期
間
が
5
由
入
瑠
い
署
、
又
は
申
告
啓
の
担

ｌ

　

　

・

－

　

首

ｒ

ｌ

ｌ

一

′

出
が
な
い
場
合
は
従
来
の
課
税
方
式
（

総
合
探
税
）
に
よ
り
課
税
さ
れ
、
税
負

由
が
重
く
な
り
ま
す
の
で
、
ど
注
意
願

い
ま
す
。
確
定
盟
口
期
（
昭
4
5
・
1
2
・
1
6
～
昭

4
5
・
3
・
ュ
5
）
に
な
る
と
混
雑
し
、
ゆ

っ
く
り
ど
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
早
目
に
税
務
署
ま
で
ご

相
談
に
お
い
で
に
な
る
よ
う
お
す
す
め

悠
巌
廿
日
つ
ー
！
受
Ｆ
、

一
、
開
設
日
　
1
1
月
1
0
日
（
月
）

て
時
　
間
　
1
3
時
～
ュ
6
時
3
0
分

一
、
場
　
所
　
第
3
保
育
所
（
古
賀
区
）

無
料
心
配
ご
と
相
談
所
開
設

・
．
郵
便
受
箱
　
　
ヽ

て
開
設
日
　
1
1
月
2
1
日
（
金
）

二
時
　
間
　
ュ
3
時
～
1
6
時
3
0
分

て
場
　
所
　
町
民
会
館

相
談
内
容
吏
生
・
身
障
者
相
談
な
ど

Ｈ
．
＿
ｌ
 
ｌ
ヽ
＿
．
＿
．
1
‘
ｔ
ｔ
こ
°
＿
Ｈ
ｌ
 
ｌ
＿
＿
．
＿
＿
ｌ
1
．
．
＿
一
一
ｌ
＿
ｔ
＿
．
‘
’
＿
ｌ
ｌ
＿
．

㌣

慮

ヌ

ベ

　

〃

展
示
会
案
内

水
巻
町
公
民
館
で
は
、
1
1
月
3
日

の
文
化
の
日
を
中
心
に
し
て
、
郷
土

と
お
り
諸
行
事
を
行
な
い
ま
す
。

展
示
会

△
香
道
展
　
1
1
月
2
日
～
7
日
ま
で

▽
生
花
展
　
1
1
月
2
日
～
7
日
ま
で

▽
水
石
展
　
1
1
月
4
日
～
7
日
ま
で

コ
ン
ク
ー
ル
一
ノ
／

指
摘
紺
ン
一

ク
ー
ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。
水
巻
中
の

生
徒
が
作
成
し
た
郵
便
受
箱
も
展
示
さ

れ
、
つ
ぎ
重
人
達
が
入
賞
し
ま
し
た
。

○
金
賞
　
浅
地
友
弘
　
猪
熊

○
銀
賞
　
田
中
明
善
　
頃
末

○
ク
　
　
喜
田
義
光
　
机

○
銅
賞
　
江
口
政
洋
　
古
賀

○
ク
　
　
田
中
英
吏
　
頃
末

○
佳
作
　
井
地
孝
秋
、
岡
田
孝
秋
、
磯

脇
隆
、
黒
江
一
事
、
末
次
を
生
、
妹

石
一
男
、
松
本
俊
一
郎
、
中
村
哲

夫
、
松
本
勝
臣
、
長
野
昭
利
、
大
塚

直
弘
、
田
口
隆
之
、
栗
田
政
人
、
小

原
勲
、
内
田
学
、
田
口
裕
之

士
ｒコ

田

畏
り
抱
／
如
翼
。
ざ

手
料
理
を
楽
し
む
ご
老
人

税
務
相
談
所
を
開
設

Ｗ
▽
菊
花
盆
栽
展
　
ュ
1
月
4
日
～
7
日

芸
場
は
い
ず
れ
も
町
民
会
館

郵
便
局
傷
害
保
険
を

郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
は
、
9
月
1

日
か
ら
新
し
く
「
傷
害
保
険
」
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
傷
害
保
険
は
間

単
な
手
続
き
と
、
で
き
る
だ
け
安
い

険
料
（
掛
金
）
で
成
り
立
っ
て
お
り

す
。
し
く
み
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

り
ま
す
。

一◇
保
険
金
は
、
死
亡
、
傷
害
、
入
院
亀

三
通
り
の
場
合
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

◇
加
入
者
の
年
令
や
、
職
業
に
関
係
な

く
、
保
険
金
百
万
円
に
つ
き
保
険
料
は

月
額
2
百
円
で
す
。

◇
加
入
者
が
傷
害
に
よ
り
、
傷
害
保
険

金
を
5
割
以
上
受
け
取
ら
れ
た
場
合
、

そ
の
後
の
保
険
料
の
払
い
込
み
は
免
除

さ
れ
ま
す
。

水

所
得
税
は
個
人
個
人
、
が
そ
れ
ぞ
れ

の
所
得
に
応
じ
て
納
め
る
、
納
税
制
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
納
税
者
皆
さ
ん
白
身

に
よ
る
誠
実
な
記
録
と
申
告
を
期
待
し

て
い
ま
す
が
、
従
来
や
や
も
す
れ
ば
正

し
い
税
の
知
識
も
、
経
営
の
実
体
を
明

ら
か
に
す
る
帳
簿
も
な
い
こ
と
か
ら
、

無
用
の
紛
争
を
重
ね
る
と
い
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
特
に
小
企
業
納
税
者
に
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
納
税

者
の
問
に
は
、
税
に
対
す
る
艮
き
相
談

相
手
や
、
記
帳
の
援
助
者
を
求
め
る
声

か
強
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

水
巻
商
工
会
で
は
会
員
の
皆
さ
ん
の
た

め
に
8
月
か
ら
税
務
相
談
所
を
開
設
し

、
ま
し
た
。

◇
業
務
内
容

一
、
税
務
の
指
導
相
談

巻
　
町
　
商
　
工
　
会

て
経
理
記
帳
の
代
行

て
税
務
申
告

一
、
税
務
謝
査
の
立
会

て
そ
の
他
税
務
に
関
す
る
事
項

◇
税
の
相
談
日

毎
月
1
0
日
、
1
5
日
、
2
5
日
を
税
の
相

紋
日
と
定
め
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
3

時
ま
で
、
商
工
会
館
内
の
税
務
相
談
所

で
行
な
い
ま
す
。

1
0
月
7
日
、
吉
田
二
地
区
の
公
民
館

活
動
と
し
て
、
同
地
区
の
7
0
才
以
上
の

お
と
し
よ
り
を
同
公
民
館
に
ご
招
待
し

て
の
敬
老
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
西
尾
町
長
は

「
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
長
い
間
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験

を
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

と
し
よ
り
と
し
て
今
後
楽
の
し
く
暮

ら
し
て
い
く
為
に
は
、
自
分
の
立
場
を

し
っ
か
り
と
見
つ
め
、
ま
た
、
経
験
者

の
立
場
か
ら
今
後
も
若
い
者
を
指
導
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
と
も
健
康
に

暮
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
同
地
区
の
婦
人
会
に
よ
る

重
言
、
心
づ
く
し
の
手
料
理
で
お
と

し
よ
り
の
人
達
は
、
楽
の
し
い
1
日
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

町
杜
協
へ
の
ご
寄
贈

つ
ぎ
の
方
か
ら
香
典
返
し
、
出
産
祝

の
お
返
し
に
か
え
多
額
の
舎
ｍ
重

福
祉
協
議
会
に
ど
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ど
め
い
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

故
中
島
徳
蔵
棟
（
頃
未
）
中
島
一
彦

棟
、
故
永
沼
幸
太
郎
様
（
伊
左
座
）
永

沼
一
書
様
、

出
産
祝
お
返
し
と
し
て

長
女
伊
予
幸
代
さ
ん
出
産
伊
予
斬
首

様
（
折
尾
）

一
、
経
理
記
帳
の
指
導

一日一円で最高50万円の

交通災害に加入しましょう

44年1月10日～44年9月30日ま

での見舞金給付数

死亡見舞金50万円受給者　23人

その件見舞金受給者1　601人

ロ
を
バ
ク
バ
ク
さ
せ
る

ケ
ロ
ヨ
ー
ン
の
親
子
？

児
童
・
生
徒
の

夏
休
作
品
展
示
会

町

民

会

館

・
町
教
育
貴
会
主
催
の
小
中
学
校
児

童
生
徒
夏
休
作
品
展
示
会
が
、
9
月
1
8

日
か
ら
ｎ
日
ま
で
の
4
日
間
町
民
会
館

で
府
な
わ
れ
ま
し
た
。

廃
物
利
用
の
作
品
も
多
く
、
そ
の
ア

イ
デ
ア
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

－たばこは町内で－

「たばこ」は町内で買ってください。

「たばこ」1本の税金は57銭で、1紺

（20本入り）ですと、11円40銭が町の

収入になります。

あなたは住民基本台帳に

記録されていますか

住民基本台帳は、あなたの居住を公証する

重要で基本的な住民台帳です。

選挙権、国民健康保険、国民年金など住民

基本台帳に言己録されてないと適用されませ

ん。住所に異動があったらすぐ届出下さい。

1
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